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へ

ふ
れ
あ
い
、
憩
い
の
場
の
機
能
も

市
民
体
湾
館
の
起
ヱ
式
ガ

8
開
門
抽
出
門
口
広
行
わ
れ
、
昭
和
例
年

8
月
一
未
完
成
め
ざ
し
て
、
後
夜
建
脇
田
工
事

ガ
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
・
持
再
湾
舘
戸
り
i
ナ
の
ほ
か
、
野
恕
盤
、
テ
一
一
ス
コ

i
ト
慈
ど
を
一
脅
し
定
線
踏
棋

で
ず
。
ま
だ
、
ふ
れ
蕊
い
、
抽
拙
い
ぬ
密
と
し
て
の
ス
ペ
ー
ス
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
.

足

で

し

た

。

ど

の

大

き

な

大

会

を

開

く

こ

と

も

で

き

マ

銭

客

線

3
6
6繍

こ
ん
な
な
か
で
待
認
の
市
民
体
育
館
ま
す
e

将
来
計
回
幽
さ
れ
て
い
る
務
線
開
マ
品
陣
内
ラ
ン
エ
ン
デ
コ
1
X
1
5
0

円
建
設
が
掠
ま
り
ま
し
た

B

完
成
は
来
運
動
公
開
削
と
と
も
仁
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
目
的
コ
ー
ス

年
内

8
n求
、
管
さ
ん
の
綴
殺
で
す
。
絡
叫
読
め
一
桜
と
な
る
ニ
と
で
し
ょ
主
回
マ
テ
ニ
ス
コ
z
a
p

グ
レ

1
コ
ー
ト
、

先
成
的
あ
か
つ
き
に
は
、
帥
問
機
的
に
ど

5
一
期
間
棋
戦
ヌ
ペ

l
ス

間

く

ぎ

い

⑬

施

設

の

あ

ら

ま

し

主

義

霊

問

問

、

古

室

出
肉
体
符
附
聞
は
は
バ
レ

i
ポ
i
ん
や
階
級
地
は
衡
問
6
9
6
.
3
ヘ
タ
タ
的
内
封
脳
抑
制
蝋
戦
ス
ペ
ー
ス

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
ど
め
2
s
i
L
呂、

i
ん
を
縦
十
齢
制
仙
端
的
中
心
、
ば
臨
床
山
闘
機

V
緩
い
的
核
織
物
俄
山
則
合
紛
け
、
子
供

附
爽
抑
制
持
率
的
時
的
引
野
球
場
、

5
…
閥
均

4
8
7
6
M
内
2
階
級
て
の
体
務
絡
が
綴
れ
に
は
鈴
川
町
内
体
制
附
ス
ペ
ー
ス

テ
ニ
ス
コ

i
-
?な
ど
の
ほ
か
.
帯
州
民
的
控
ち
ま
す

E

本
々
も
多
〈
鍛
え
ら
れ
、
マ
験
車
岬
晴
朗
台
以
符

皆
さ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
怒
野
防
相
場
、
テ
エ
ス
コ
ー
ト
は
斜
綴
を
創
刊

wv"
で
の
弛
緩
衣
家
、
ロ

y
カ
!
、
シ

い
の
場
と
し
て
の
機
能
も
盛
9
込
ま
れ
思
し
た
観
戦
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
る
ャ
ワ

i
な
ど
先
山
南

て
い
ま
す
u

こ
と
に
な
り
ま
す
。

vm闘
い
合
・
わ
せ
教
育
委
員
会
体
背
議

近

〈

に

来

た

人

た

ち

が

気

鮭

に

軽

量

内

容

は

次

的

巡

り

。

宮

(

回

)
1
1
5
1

を
と
勺
た
り
‘
鵠
制
緩
で
き
る
ラ
ウ
ン
ジ
、

E
V

ア
リ
ー
ナ
事
バ
レ

l
ボ
i
ル
3
一
画
、
恥
喝
除
噴

そ
と
か
ら
ド
ア
を
却
期
て
た
般
に
為
る
齢
制
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
2
割
問
、
パ
ド
ミ
ン

い
件
以
織
な
Y
旬
、
世
相
側
代
的
俊
幸
ん
に
殺
ト
ン

8
山
側
、
感
地
治
初
台

然
。
札
る
総
殺
を
め
W
C
し
て
い
象
す
均
岬
v
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
タ
パ
レ

i
ポ
i
ん

こ
め
は
か
、
こ
こ
で
は
前
総
大
会
な

1

m

*
パ
ス
ケ
ァ
!
ボ

i
ん
3
総

j
1
1
1
1
1
i
i
i
i
i
*
パ
ド
ミ
工
ン
3
総

本

棋

球

主

主
輯
件
、

λ

お

rh

冗
綜
盤
、
一
1

J

V

幼
児
童
道
具
を
設
鐙

世
ト
震
芝
、

三
宮
山
口
、

T
Y
-一
ン
グ
家
警
強
化
警

i
g

を
設
議
。
ス
ポ

i
y総
裁
も

Q

V

ラ
ウ
ン
ジ
軽
食
を
と
る
コ

i
ナ
!
、

コ

説

滋

場

所

な

い

と

、

広

〈

同

開

放

X

V

念
総
蜜

1
0
0
人
税
務
。
祭
巾
山
も

企
完
成
予
惣
悶

色
は
内
問
。

2
拙同

時
蹴
て
と
な
る
e

4

喝
事
節
約
ω

線
路
ま
る
い
っ
ぽ
う
的
ス
ポ
ー
ツ
熱
、

も
多
く
綴
絞
。
帥
融
機
感
今
市
山
閥
抗
的
制
附
み
は
総
叫
酬
の
が

ιべ

ス
ポ
i
ツ
擁
較
の
桔
じ

(竺」

一
一
喜
一
童
話
一
議
案
一
塁
審
議
芯
望
室
長
震
宣
言
霊
裏
霊
一
霊
吾
妻
霊
祭
怠
察
官
霊
祭
事
室
霊
室
霊
精
霊
霊
祭
悪
需
要
豪
華
裏
票
事
言
葉
喜
一
溢
毒
事
裏
霊
祭
霊
霊
皇
室
墨
吾
妻
霊
霊
Z
皇
室
室
主
主
主
喜
宣
言
Z
署
歪
喜
喜
一
宮
皇
室
重
要
夏

E
喜
z
=
主
主
主
主
主
ム
霊
童
一
z
z
z
z
z
a
z
z
三
喜
一
喜
三
宮
↑
喜
一
=
三
塁
主
主
一
巧

E
重
量
韓
関
踊
E
a
z豊
富
量
目
聖
護
軍
進
が
発
生

E

こ
の
地
畿
に
よ
り
、
当
市
で
樹
ご
大
川
悦
れ
叫
が
子
恕
さ
れ
ま
す

今

醐

山

知

蝉

悶

司

副

釦

弘

司

嫌

も

毒

g
強
揺
れ
を
記
録
し
、
多
数
ニ
め
た
め
痛
で
は
.
母
、
り
の
命
を
、

即日同意
M
W怜
掛

刻

劫

ぷ

F

れ
脚
ぽ
必
凶
以
湖
沼
川
綬
μ
げ
帥
閣
の
級
品
瀞
い
が
馳
奈
川
々
家
総
践
を
、
衡
を
守
与
ヲ
ー
と
，
M
主

E
日
E
E
E豊
富
蓄
量
重
量
覇
書
留
童
書

V
肉
察
隊
総
滋
泌
総
縦
、
後
カ
、
が
時
間
災
拙
組
織
づ
〈
り
を
時
げ
げ
か
け
て
い

ス
後
山
田
、
消
火
的
各
釧
線
"
依
然
に
よ

9
月

I
nは
紛
災
的
諒

G

る
議
後
、
食
料
供
給
、
初
期
治
大
約
締

い
つ
縫
っ
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
災
等

主
に
備
え
て
ム
だ
ん
か
ら
心
的
準
然

を
す
る
と
と
も
に
、
ご
家
穫
で
的
地
渓

対
跡
地
を
怠
る
ニ
と
な
く
‘
被
惑
を
最
小

限
に
食
い
止
め
る
よ
う
み
ん
立
で
考
乏

ま
し
ょ
‘
っ
。

次
的
泌

η叫
拠
点
ザ
叫
抑
制
ベ
約
一
線
命
日
刊
い
ま

す
。
ふ
る
っ
て
い
}
務
総
く
だ
さ
い
。

V
問
時

9
n
l
n
や
油
閉
口
事
時
か
ら

ね
時
開
A
V
ま
で

V
場
所
布
佐
山
執
問
問
機
広
場

V
翠
議
麹
ポ
叩
樹
、
抑
制
絞
潟
に
お

い
て
7

ク
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・Q
J

的
地
渓

9月間「構築OJBJに
近くの方はlふるってご参加を

h
v
吟
年
の
骨
的
災
制
副
操

自
主
防
災
級
織
の
す
す
め

し
人
災
災
が
発
生
し
た
場
合
、
あ
い
つ

い
で
火
努
が
発
生
す
る
と
と
も
に
、
交

遊
、
必
僑
な
νι
が
ア
亡
し
も
市
内
長
打

鞘
鳴
殺
は
凋
縄
本
品
問
問
了
日
肉
治
会
が

ニ
的
出
組
織
令
i

織
成
し
て
い
て
、
万
一

に
鍛
え
て
い
ま
す
喰
市
で
は
凶
万
悶

輯
刊
当
的
資
磯
村
を
助
成
し
て
い
ま
す
唄

ぜ

U
-
}
活
問
出
く
だ
さ
い
。

wv
鵠
い
合
わ
せ
庶
務
課
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中
総
土
地
区
萄
護
運
治
的
の
即
時
協
約
と
潟
土
地
総
括
知
公
社
説
士
有
地
出
会
議
を
次
の
凝
り
円
甘
い
ま
そ
分
譲

機
叫
跡
、
餓
絞
殺
m
関
曲
聴
滋
北
関
帆
か
ら
後
歩
明
、
級
品
沼
州
川
匂
h
m
A
Mと
進
一
い
と
こ
ろ
に
あ
る
た
め
、
後
後
織
と
し
て
十

分
剛
容
で
謙
譲
歩
。
ふ
る
コ
て
お
申
し
込
み
く
化
合
い
々
色
遜
整
理
議
-
式
協
尚
開
妻
役
員

出
佐
竹
内
神
絞
め
祭
礼
い
い
仰
げ
ラ
記
述
プ
ト

制
時
判
例
が
次
の
通
り
仔
わ
れ
ま
す
ゅ
山
J
H
H
0
9島
日
臼
午
後
7
作品
W
分
か
ら

は
刑
判
峨
符
平
管
内
滋
一
引
に
苓
っ
さ
滋
行

Q
M

時
一
日
分
ま
F

(
問団選
3
5
6
)

此
と
片
側
aズ
説
明
持
仔
一
い
な
り
ま
す
が
‘
布
校
中
詐
M
M
入門
M

S

主
役
ス
ー
パ

安
全
通
行
い
い
ご
帥
帥

h
く
な
柱
、
ぃ
。

i
ぜ

y
ク
ま
で

全
濁
滋
行
止
な
む
、
規
制
制
的
対
昨
抑
制
に
つ
い
て
は
、

0
9
n
u
g
午
後
l
峰
山
川
分
寺
り

2
m滋
翁
…
府
内
案
内
従
長
ご
気
く
だ
さ

時
間
判
分
ま
?
へ
悶
道
3
5
6
)
布
校
い
。

中
学
校
人
口

i
中
向
鮒
ガ
ソ
ワ
ン
ス
タ

秋
め
昧
覚
を
ど
う
、
そ

こ
帯
分
畑
綿
品
唱
の
概
要

-
続
縦
締
役
M
附
子
初
出
市
計
必
事
全
中

時
土
地
一
肱
綴
慾
綴
織
内

-
交
通
同
部
品
誤
縫
際
的
綿
織
北
側
執
よ
り
地
問

核
問
分
か
ら
日
分

血

w
綴
時
組
織
1
極
住
居
キ
川
川
地
域
{
山
崎

ベ
い
術
学
問
阿
川
.
釘
時
間
半
2
0
0
%
)

強

i
H
u松
下
山
一

創

刊

閉

E
f
!い
刊
し
出

稼
護
費
怒
盤
岬
一
一

び

勿

綴

務

m
融

緩

径

仲

=

加
。
い
円
J

司
叫

J

「

E

務

幽
揮

ア
L
し爪

-
総
数
上
水
道
、
仲
野
水
(
市
川
本
)
、
ガ

ヘ
諸
手
続
、
前
年
完
成
予
定
)

V
分
譲
方
法
公
務
総
滋

V
抽
選
日
時

9
日
月
部
付
制
九
北
川

*
仰
体
制
崩
泌
・
.
‘
午
前
9
時
却
八
げ

*
品
副
社
絞
殺
抽
出
・
.
。
午
前
H
H
湾
総
八
万

V
捻
滋
域
紛
淡
附
川
努
大
会
惑
を

vr i1? 

同
月
刊
日
か
ら
下
向
閉
め
殺
り
科
紛
で
き

る
よ
う
に
寺
り
ま
し
と
。

タ

7
ン
i
お
よ
び
関
東
パ
ス
の
品
航

機
的
同
組
眠
時
耐
え
獲
に
な
り
ま
す
が
、
総

点
パ
ス
は
し
ば
ら
く
の
潟
、
殺
を
の

佼
授
と
変
わ
り
ま
佼
λ
。

こ
の
仮
設
広
場
は
、
酬
明
授
の
駅
前

咋
出
場
寺
結
幽
閉
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

工
務
中
は
何
か
と
ご
不
便
を
か
け
ま

す
が
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
安
台
頭
い

し
ま
す
会
制
抑
骨
m陥
明
滋
事
務
滋

s月
叩
畠
か
ら
判
用
開
始

事告668号

怒
帯
、
苦
情
棋
の
利
用
が
急
場
L
で

い
ま
す
@
品
帆
ぽ
開
V
T
A
m山
川
蝦
噛
い
山
出
拭
急
脳
障
が

発
足
し
と
笠
年
、
問
山
刊
内
料
如
ザ
の
品
以
急
中
山

っく

m
w
n
I
院
か
ら
市
開
送
6
号
線
北
倒
的
、

っ
く
し
野
の
…
制
御
h
o
よ
び
そ
の
田
川
辺
地

区
の
伎
属
議
一
部
制
制
緩
が
ね
H
わ
れ
、
伎
続

的
表
し
ガ
い
か
次
の
よ
う
に
液
わ
り
ま
す

9

A
W新
し
い
後
続
的
表
し
方

i 
著書記雪
5，話芸i
号 I奪

盟
A
Z喜
一
義
醒
ゐ
議
番
号
表
言

H
我
孫
乎
警
察
署
目

葉と

i量iiflE

;:j!?iit 

各
戸
の
新
L
い
仲
出
品
則
的
淡
し
方
に
つ

い
て
は
、

9
月
3
8ム
V
Pら
5
円
悶
ま
?
に

お
絞
殺
主
や
事
業
所
等
に
議
知
い
点

L

ま
す
。ま

た
9
日
け
ら
れ
ね
か
ら
幻
門
口
に
か
け
て

町
の
す
み

rみ
に
街
一
成
世
間
以
縦
長
、
各

一
一
刊
に
は
前
川
名
品
開
む
よ
ぴ
仲
間
総
待
券
幾
添

削
同
の
取
り
付
け
作
事
主
立
、
応
憾
に

析
的
問
抗
的
問
問
機
内
附
閥
、
随
一
剖
刊
誌
が
き
、
お

よ
び
そ
の
品
問
的
資
料
金
総
務
し
ま
す
の

?
ご
添
h
く
だ
ち
い
や

金
お
作
業
員
培
、
中
市
綾
同
同
ま
た
は
俗

芸
絞
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襲
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滋
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齢
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i
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、
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齢
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仁
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滋
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婦
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催
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付
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。
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問
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、

ニ

の

盆

景

L

一

的

?

す

“

持

主

を
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暢
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、
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、
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瀞
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鎗
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検
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司
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仕
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損
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岩
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d
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e
g
a
'
a
，
4
4
'
4
4
4
'
d
p
p
，
，
4
p
，
，
a
，
d
，
，
，
a
，
g
d
，
，
，
，
a
a
F
6
6
，
，
a
，
a
F
，
9
6
e
e

議

団

員

窓

口

…
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司

「
銀
河
鉄
道
の
夜
羽

L
M
J
u
hレ
i

ス

、

望

、

公

擦

講

連

会

一

久

々

ッ

パ

i

ズ

は

、

警

の

ラ

ド

ラ

ム

き

様

、

y
ン

セ

サ

ヰ

は

く

は

芸

大

学

生

が

テ

一

一

三

翼

手

絞

殺

は

奪

三

へ
α

四
月

主

主

義

字

放

上

映

会

5

V

童

話

鈴
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叶
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H
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{
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叫
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司
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ソ
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摘
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心
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

と
め
日
は
霞
ヶ
漆
に
絞
い
て
ん
灯
》
止

も
の
で
、
回
会
議
品
吋
液
初
一
市
凝
ら
が

山
山
途
え
ま
し
た
。
こ
の
山
時
?
泌
総
武
知

(5) 1附. 9. I 
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手
賞
沼
を
緩
策
す
る
お
本

長
官
(
ム
告
が
ら

2
人
間
同
}

事
は
や
賀
川
的
‘
銀
総
滋
の
水
質
浄
化

を
鍛
え
品
隊
僚
委
長
臨
時
山
山
。
世
相
沼
出

い
い
竣
づ
く
踏
VJ
比
四
銭
信
に
十
関
説
を
、
チ

y
ソ
・
リ
ン
除
去
や
ア
オ
コ
絡
ゑ
附
附

止
の
技
山
別
問
問
務
長
‘
流
線
下
水
滋
や

ヘ
ド
ロ
の
し
ゅ
人
せ
つ
絡
め
事
業
に

大
級
な
ゑ
阪
地
泌
総

i

殺
の
増
醸
を
、
音

ど
8
徐行
M

に
つ
い
て
苓
え
ま
し
た
。

と
の
あ
と
長
室
ら
一
行
時
ボ
ー
ト

じ
品
市
り
込
み
、
大
崎
停
泊
滋
門
川
仙
川
波
へ
の

お
職
員
が
す
く
い
上
け
た
ヘ
ド
口
に

長
告
が
磁
を
し
か
め
る
機
泌
も
。

総
務
後
w
官
官
は
叶
こ
ん
な
ひ
ど
い

絞
れ
時
絞
め
て
や
践
ヶ
浦
と
も
比
べ

よ
う
が
辛
い
c

調
A
同
法
の
指
縫
合
殺

事
、
浄
化
対
策
を
進
め
た
い
い

怒
と
決
窓
会
議
べ
ま
し
た
。

早
急きお
じい議
湖望
沼 jE
法 賓
の:t
f旨議
定 翠
を京

M
m
h
買
お
ん
寺
ど
諸
先
鋒
の
ご
議
品
川
が
し

の
ば
れ
る
も
の
の
ひ
と
つ
で
す
。

そ
の
後
約
初
日
明
伴
、
ク
ワ
?
シ
セ
ン

タ
i
総
殺
に
係
い
、
続
減
粂
件
げ
で
あ
る

句
A
h
災
絞
め
一
部
改
修
」
に
よ
り
副
怖
を

の
公
民
総
の
姿
と
在
り
ま
L
た
合
次
い

で
、
つ
コ
ヒ
f

誌
の
建
設
が
8
れ
、
設
ら

に
み
ど
り
閥
、
中
市
災
体
練
絞
め
勝
点
と

中
峠
ド
淑
先
は
公
然
総
品
目
的
ラ
メ
ン
ユ

で
す
。…

万
、
み
く
か
ら
絞
〈
八
出
掛
神
杖
の

祭
礼
は
、
中
的
上
区
ζ

一
年
交
官
制
で
絞

っ
て
い
ま
す
。
去
年
は
祭
礼
と
あ
わ
せ

て
区
口
氏
加
盟
互
の
錦
絵
世
ぬ
る
点
め
吋
カ

ラ
オ
ケ
と
綴
り
の
タ
ベ
い
会
加
惜
し
ま
し

た。
A

ザ什やは
8
科
目
お
門
口
、
不
動
様
納
涼

ふ八九
W
L
C
t
て
、
国
間
と
く
殺
や
漏
り
を
縦

し
み
ま
し
た
。
舞
台
を
差
し
た
滅
的

に
5
0
0
人
は
集
ま
ヴ
た
?
し
よ
う
か
。

毎
年
や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
持
も
き
か

れ
、
大
成
功
だ
っ
え
と
一
悠
い
ま
す
。

u

…
れ
か
ら
の
U

脇
氏
に
つ
い
て
も
、
日
山

絡
め
終
激
減
と
品
名
か
ら
在
る
経
後
主

人
方
的
支
接
を
受
け
一
朝
縫
っ
て
い
き
と

い
と
怒
い
ま
す
L

H
な
か
び
ょ
う
し
も
く
5

世
事
町
協
議
校
時
文
一
中
時
1
3
9
1

官
(
部

)
2
0
2
2

三
者
協
議
会
を
結
成

8
R
8日
、
市
委
事
絡
会
事
、

京
、
十
申
受
「
市
民
的
公
的
勺
遂
に
よ

る
下
、
総
募
部
地
宋
織
機
似
刷
用
問
問
朝
議
総
出
掛

喝
事
設
が
開
問
か
れ
ま
し
た
ロ

附
閥
貯
は
、
災
久
的
在
来
車
機
訓
練
基

総
合

J

一
一
宅
島
に
決
定
し
た
場
合
?
も
、

禁
漁
建
設
ま
で
の
頭
、
関
東
綴
滅
的
該

地
を
分
散
断
判
定
描
問
問
問
す
る
穿
針
を
打
ち

出
し
て
い
手
。
自
の
協
議
会
は
、

こ
れ
を
受
付
、
い
か
な
る
陣
内
合
で
も
下

も

w
p丞
U
F
-
u
F
‘u
r
t
u
F
‘U
F
L
V
p
i
v
p
h
u
p
l
L
V
'
i
w
，‘
b
F
1
U
F
i
u
F
i
u
，‘
u
，F
L
V
'
i
u
，

'

'

し

て

い

き

ま

す

ω

そ
れ
は
統
的
幼
時
川
川
家
議
と
て
い
ま
す
の
熊
楠
情
的
機
附
け
に
は
本
こ
れ
ま
で
述
べ
て
ぬ
終
止
千
問
機
は
、
ぜ

る
?
?
t
R
U
P喜
弘

か

ら

八

善

策

室

っ

た

資

家

(

一

六

一

長

重

手

術

的

側

道

的

裂

が

い

霊

は

S
Zっ

と
ド
露
協
の
オ

-
4
1
4

八
閑
人
む
翌
日
の
待
代
で
、
一
字
削
悼
て
必
続
日
ぷ

ιも
沢
の
こ
と
が
で
新
木
切
先
か
告
祭
許
同
開
へ
と
南
に
や

議
議
前
零
緩
い
た
江
戸
時
代
衛
門
書
?
と
で
す
白
書
よ
り
訟
の
総
本
の
さ
な
か
の
こ
と
で
す
c

荒

で

き

そ

伸

ぴ

て

い

ま

す

が

、

そ

の

事

前

町

内

Y

的
犯
行
文
に
『
羽
海

ghザ
ル
』
が
あ
り
代
前
的
人
で
宅
生
年
は
不
持
、
没
年
は
め
綴
係
で
は
江
戸
初
開
聞
か
ら
の
か
奈
燃
ご
こ

f
一
再
び
『
初
渇
日
引
が
に
綴
る
子
終
的
台
地
に
十
一
品
阪
の
名
が
絞
ま
れ
れ

ま
す
。
著
者
は
問
思
議
笠
間
閥
興
溺
没
ぼ
九
年
(
一
七
五
九
)
と
な
つ
ど
い
守
知
ち
れ
る
則
東
公
的
土
本
綾
部
閉
じ
か
と
、
先
的
手
波
宮
城
的
絞
後
に
次
の
た
石
碑
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ぷ
校
総
司

会
七
八
一
二
1
天

理

不

文

化

ま

す

a

紀

州

警

議

会

長

撃

で

わ

っ

て

主

主

義

一

ぴ

除

雪

し

て

歌

が

詠

ま

れ

て

い

ま

す

。

設

記

念

タ

と

あ

る

火

江

戸

幸

三

十
出
版
部
や
ご
八
‘
七
)

W

説
的
旅
行
記
あ
っ
た
友
液
は
、
紀
州
m滅

的

治

本

一

家

と

導

入

さ

仏

な

た

紀

州

流

の

土

木

技

泌

が

台

の

叩

叫

ん

み

緯

?

ナ

。

そ

t
で
こ
の
関
空
子

で
ナ
白
書
は
チ
蓄
に
触
れ
て
?
し
て
お
お
い
主
主
兵
衛
(
一
六
五
綴
し
て
券
会
に
ゐ
た
り
ま
す

P

つ
き
な
ぜ
し
ヂ
質
量
つ
つ
む
と
も
は
お
郎
副
議
が
索
い
た
と
刻
ま
れ
て

前
や
は
十
ふ
た
牟
と
い
ふ
と
し
に
、
一
告
間
関
ー
と
じ
?
一
八
)
の
指
揮
で
浴
券
諮
問
匙
て
、
手
脚
持
活
的
に
千
頭
堤
を
つ
く
つ
い
さ
を
た
か
た
の
名
や
は
か
く
る
る
い
ま
す
。
ぷ
m
問
手
謹
(
一
八
六
。
ー

と
は
つ
台
や
め
友
清
の
翁
い
さ
む
し
裁
に
時
間
断
す
る
援
を
築
い
て
淡
を
京
阪
ん
先
板
の
名
を
約
九
上
年
後
に
総
務
九
一
一
一
八
)
片
山

Trm嶋
崎
キ
ゑ
い
た
次

き
心
主
ご
し
、
持
艶
十
ね
て
て

-
i
a
A
J
2
6
b
i
f
i
-
-
l
l
v
?ず
み

と

も

・

き

よ

さ

由

ι寺川
j

A

府
よ
り
ト
一
代
言
人
で
、
火
童

戸由
uym時

f
m叩

.411q-E苛
同
日
『
一
一
見
著
書
司
%
陸
、
主
喝
、
組
同
l

↑話一

混
在
築
成
れ
し
が
時
ゑ
に
‘
二
滋
…
h

Z

4

2
暢
披
露
り
ザ
払
LitHK明
言
自

T
主
ふ
kmF
語

録

Z

H

E

4
調

F

m滋
a
Hエ
・
時
総
の
も
と
で
日
泌
総
火
学
的
前
身
、

去
、
一
一
む
A
H
1

〈一
E
R
E
-
=
dご
J
B
7
J
銭
吋
↓

E

あ
ま
り
の
詰
ひ
ら
け
し
と
い
高

l

a

:
噌

姐

i

l

l

l

"

4

1

」

爾

・

l
l

委
員
数
伐
の
針
芝
蓄
し
、

溶

き

を

と

ほ

か

ら

嘉

i
l子
関
堤
へ
の
想
い

1
1
1
2
3に

さ

し

た

毅

ιあ
η、
そ
の
堤
を
今
も
す
品
川
田
潔
2

務
者
、
殺
治
家
で
す
後
に
Hγ

柄欄問問

よ
べ
り
と
主
ん
」
と
相
応
し
て
い
ま
す
。
に
分
ち
、
つ
い
で
綾
ホ
践
を
級
制
附
L
て
日
記
』
に
さ
き
努
め
た
潟
問
山
由
快
晴
例
は
泌
築
い
た
堤
が
壊
れ
て
み
え
穿
く
な
っ
大
学
総
長
に
も
な
り
ま
し
た
り
判
似
合

十
七
品
也
記
焔
刑
事
的
事
係
時
代
い
い
党
本
を
利
根
川
に
欽
滅
す
る
こ
と
に
成
功
べ
た
と
む
り
友
ゆ
聞
か
ら
数
え
ピ
ム
ハ
代
日
付
て
し
ま
っ
て
も
、
槻
市
役
な
鋭
的
閉
め
お
辻
碑
が
建
て
ら
れ
た
府
川
崎
山
川
、
文
邸
大

視
の
友
出
摘
が
品
抑
制
別
世
品
開
ち
町
民
総
を
殺
し
て
、
双
周
辺
に
約
一
…
吋
問
問
品
択
の
料
相
m
間
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
の
拠
病
は
実
f
で
問
隠
れ
る
だ
ろ
う
か
、
と
歌
っ
て
い
る
わ
箆
で
し
た
。

じ
て
凝
州
慨
し
れ
か
た
め
に
一
…
万
お
の
新
を
総
廷
し
と
の
判
、
す
。
そ
の
功
が
認
め
は
な
く
、
小
山
財
閥
家
か
一
勺
獲
千
に
来
た
け
て
終
滅
的
時
代
に
は
匂
す
で
に
絞
袋
小
さ
な
学

問
聞
が
州
問
機
大
切
れ
た
左
い
う
手
賀
補
は
ら
れ
て
、
殺
済
同
山
実
弟
と
と
も
に
百
件
び
人
で
、
総
労
が
成
長
し
た
縁
、
宜
綬
八
し
て
い
て
、
銭
立
な
が
ら
完
成
占
九
時
の
総
本
。
世
し

旅
滋
中
の
返
〈
に
あ
n
v
.
次
問
問
が
償
制
品
作
次
訴
然
回
片
町
聞
に
協
力
し
て
清
殺
中
総
キ
コ
八
一
一
五
)
、
問
一
議
?
待
び
小
山
市
引
を
と
と
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
齢
別
機
、
加
す
が
、
記
念

い
え
壌
を
今
ゑ
露
凝
と
よ
ん
ご
の
一
塁
約
大
土
本
工
事
と
い
わ
れ
ゆ
長
盗
殺
に
謀
っ
て
い
ま
え
た
先
祖
の
官
と
務
総
会
長
一
人
?
詠
ん
だ
人
の
心
も
依

る
と
い
え
と
淋
開
い
て
い
る
の
件
、
す
o
m
m
の
見
沼
代
桜
本
め
紛
疑
い
紛
糾
し
、
山
手
官
村
田
山
春
海
告
側
ιrwL
て
械
学
者
こ
の
駄
が
チ
忽
沼
の
叫
引
の
一
級
び
と
な
っ
子
安
J

閉
め
あ

ぬ
い
う
必
す
い
ほ
っ
売
事

ι成
功
さ
牧
ま
す
。
均
的
出
家
は
そ
ど
去
っ
た
興
治
は
そ
の
後
五
十
議
近
く
て
い
ま
す
υ

こ
の
教
は
め
品
目
的
興
液
が
元

と
は
、
事
保
問
に
予
の
紺
雑
然
と
し
て
舟
波
な
ど
嘉
手
互
に
な
っ
て
本
戸
港
主
制
川
公
徳
川
斉
開
明
に
の
や
山
泌
総
長
っ
て
生
家
主
再
興
す

え
ら
れ
、
以
前
に
ま
し
て
豪
滋
仁
成
縛
岡
山
澗
か
れ
本
一
戸
の
党
総
に
出
仕
し
約
典
金
品
化
皆
川
町
三
一
十
四
説
明
も
の
料
、
す
。

八
総
数
織
が
柏
山
掛
川
ち
れ
れ
包
い
よ
う
、
さ

も
に
…
民
対
灘
高
到
圭
楼
L
進
め
て
い
く

た
め
に
間
開
い
た
も
の
で
、
一
一
変
阪

の
会
議
は
，
}
れ
が
絞
め
て
α

会
議
で
は
、
同
枯
渇
繋
三
百
見
交

終
的
山
間
!
こ
的
会
を
織
品
粧
し
て
閉
山
闘

し
て
い
く
こ
し
r長
惑
認
、
日
骨
体
的
争

体
的
齢
制
は
今
後
検
討
し
て
い
く
ニ
と
に

な
り
ま
し
た
。

寸
反
対
」
師
友
緩
穏
を
綾
田
臨

こ
の
災
総
に
つ
い
て
詰
令
市
市
一
体

と
な
っ
九
九
絞
り
緩
み
が
必
饗
で
す
。

市
で
は
で
き
る
ど
は
付
事
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
の
こ
綴
総
長
い
ん

だ
く
た
め
‘

7
Hけれぬ日
u
コ
ド
総

骨
期
総
司
悉
邸
機
伐
波
警
反
が

の
ウ
務
総
省
、
市
役
所
入
口
な

ど
域
内
6
か
部
川
に
設
還
し
ま
L

た
~
。
今
後
と
も
皆
8
ん
の
ご
巾
期

解
、
ご
協
力
を
お
綴
い
し
ま
す
の

制
民
総
会
も
兼
ね
た
第
幻
滅
小
学
内
日

本
体
教
室
(
川
県
教
狩
黍
川
M
A
獄
、
ぃ
市
教

育
委
員
会
浮
か
主
鋭
い
が
‘

8
月一
2

日
、
市
以
内
ヅ
i
ル
ヂ
問
問
か
れ
ま
し
た
。

131 

あ

れ

」

れ

将
来
は
オ
り
ン
ピ
ッ
7
m
w

滋
手
も
で
る
か
寺
子

こ
の
れ
口
奉
加
し
た
の
は

h

小
向
的

各
小
学
綬
か
ち
選
仕
組
さ
れ
た
4
年
慾

か
ら
6
年
生
ま
?
‘
3
7
4
人
の
よ

y
パ
"
た
ち
。
学
却
や
郎
、
開
力
'K
別
に
、

内
H
由
形
、
判
的
泳
官
、
平
日
時
ぎ
、
バ
タ

フ
ラ
イ
的

4
対鴨川村
P
タ
イ
ム
手
縫
い

会
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
記
録
全
土
山
内
る
タ
4

ム
こ
そ
中
山
な
か
っ
た
も
の
め
、
楽
祭

に
口
幻
滅
げ
し
た
チ
ど
も
た
ち
の
力
一
一
時

に
応
側
闘
に
総
け
つ
け
た
父
兄
か
ら
も

成
叫
ん
な
品
開
手
。

ち
な
み
に
却
問
rUA出
眠
中
的
経
悦
川
紀

鈴
辻
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噂通鋼唱

惨包華寺 弓〉午前8，号30

分〈亨犠ヨ23fヨ〉

砂会話語 学奪還宣言公喜重テヱスコ…ト

惨事麗悶 …古賀型喜子 双子

話番役ぞj:j土年男予

砂総合方法各ヲプルストナメ

プノト建立

1>著書韮自覧怒 mP司祭段、在呈Dの高

校生以上及び冷淡警護霊童皇室会員

惨申し迅み、問い合わせ 91'ヨ15

5ぎでiニI\t1キで望書 H9~会中干す

ま三三官…3052へ
伊奈襲撃 被害事委員会

1>8事事 9月ヨ〉午後21l寺

惨滋長時 F自民主主総71ミ ル

b入主語券 1O(知的(市内各喜害E言及

びレストランけやきで発売〉

炉問い合わt主 主主主量子緩め食 中

野君843535

務i段違査望校i謀「総の主茎主主J 署警へ襲警iヨ

ル然豊撃 さ主孫子日 夕 1)ザヅラブ、

殺鈴子F罫

1>8詩 9FlおおCEヨ〉午後守持

l>望書新 手襲選定ヨフイソシこノ七ノ

ヲー

砂内軍事 手幾三ヨじまつわるを語言語や

沼の綴ぞ，LAこーコいて防毒患!ごf飽〈

診器百 荷主手童書沼主総造立総長互理事長

火震安護慧 氏ほ!J"fo主主

争著書絶望置2∞悶(譲華料霊童む〉

採さ話Eヨ午1iD9防tJらIEとF<fT'r母き

で主主ろう李総量笠汚染の集し'"ぞ存整

能 〈参iJO繁150ち手号、 おí~重量約〉

争申しあ;Jj 主主将28(湾〉務て

務経官(84)凶旬、兵務官くさ2)7211

く主主滋予約交iむを守~言及〉

1>8跨 9F弓ヨド〉、 2oB(木〉

401'弓3Eヨ(本〉、争心、 178Cヰて〉

{召午後正当隠分から90寺ま℃

事P滋所 得宅宅手続大学

砂質問 7CおOF号〈三重Eヨ;寺著書〕

炉対殺 害事業主及u波書義援護 (18歳

; 惨事事態人民 日人〈総受議書

談後先〉

l>申しsゐ・際い合わせ商工務

砂日鈎 9F弓14尽くこ '15日(白〕

守 ~jg憶力ら本後ど18寺 E主亡

歩調露目蒔 子自民主主直費大会議室

炉提幸い念わ1t豊富町CE立)3507

が日陸事 ヲ17尽くうど〉午後1時

炉事輯獄中央公民総

1>務総ー筒い合わ常 務当告発遺書き

なハヌゴキ iこ慈母~1 震設唱を溶いて、 5

浅草3まで(.密主務〉日銀本6-8-9JJ本

環太へ宮段以後〈余震年初∞f!lJ

糸工Z目立問務室tさしとボール警露探

砂8善寺 9河18日〈水〉午総1母筏!J

公Feニ午後守 i尽力53&寺ω2i'Jl
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.霊長子宮(82)お94

議ひと
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炉綴議書書室整会 議2、第47](襲撃の

午前10織かをう浴工会鐙

多卓託手目由主張会 91'寺27尽くま詮〕午前
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b革審議室王君事仕活動 ω問13Eヨ告書
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砂持議'襲奪い合わせ判的資穏主京総 者~11手当然主若から行う予定で売まが、

滋主主霊長4喜弘子5~11不!Bt:iしく剣〉メスド これ必然変きど人事長主主富市地区内の言語

SEヨ:;f:!窃重量豊毒泰三宅言語 窃会号安芸でお凝り僚経レZ予
器 C訪591-8487 II>B草寺 10湾おおとりさ手議19奇

砂者器所 沼概略ζ字予芝公主主主主

02事滋"jc重量
併問い合わ絞殺会選後i慈主義受注 易自跨 101'寺10Eヨ〈?完:干奇'i11E的

官(84)153'号 炉場所前際会喜重Fれん

θそ静幾大会 ている事務総亡診 f丈;ス漆n警護紛

争倍毒事 91'ヲ22臼(8)，後〉 号室J 奇絞り{すげることこ!と絞ってい

砂臼総 9~ヲ138C傘〉午後ら隣30 午絞殺事主力う午後4隠 さ主号。均三官ほ保安をお警告いしさ;;9。

分 修話器緩や9e公E号室惑 う 設 で は r刀ス主議n襲菱総量善幸重2量

動砂議所 nJs喜重量富農7民一jレ 惨申し込み・慾い念わtま 9月20 議議室事筆記弓罪事J

争内容 ミユ“いヅえJ)レ「ズパケをヨ主主c:c我孫子ライスンズクラゴ

ゃん"2聖書没者懇 警善努房宮く88)249告(ヱt・6・策協な

惨出演算言葉霊長護 主主く等専1]100奇からとド後49幸〉ヘ。

砂入担華料 2100F号〈会長護熊料〉 惨出議重要務 総汚名E伎Eまだi謀総堂書 m役所幻七三ーに、埜王室落語護務総

:?誠一び沼山側{議離籍翠難題 ;LLおでご;;;c

1>8縫・テーマ 9Fl118C水〉

r~霊想と童書繁・ 2ド老妻c:l，霊祭 10

汚158(火)r人総と:1譲渡とのつ足立

ガり" (幸喜朗塁塁守ロ5CJOF号〉

惨事曹長若 い究ずれも午1iD101i奇から午

後3号等法ぞ〈議義とき昔話調)

修者島m 巨主究会室罫察4へ ら会議室霊

験問い合わせ 〈韓1)野村主主主筆書宣言寄

せ二ノタ 我孫子ヅjし…二1.!ω包

怨 82-5063、柳沢聴く84)1417

語盈噛藩

1>緩め官自 白31雪月穫を3午後守善意1:':

ぞう3務。童話it台市民センタ…℃

歩後([)詰器 密主童*際紛午後6隠i泊

分かわ89菩お分。じゃ央公渓箆で

炉問い合わ殺さま会議祉協議会

就く84)153き

装章議後;寺つ人逮ガ旅A在宅するのは

大級主主義撃です11、みんZまで?列績の

i践者去し記長役ん力。著書線電器、ボラン

ティ7二?の筒万奇警察重義し務ミゴα

努総事事 lui=司27Eヨ(ぞl)

1>1ラ先 総長議定時

紗参加重量 三党人湖沼問、子供羽目。

内

惨締め切り 91'弓絡む位}黄綴略語。

惨申し込み・問い合わt主 主義f佐渡

〈紛iろ関紙も〕

髄盤翻盟関旦1
築議議選 i

b重量童書 紋事 fセピリ戸の総議愛綴JI
容重量、受護霊長草言語6番 'EE喜望J より j 

言語1事長議議、 JJJGプ、ン総61l1，常事卒、 ソ : 

フラノ班、護霊(主主([)主主三世l:

社総綾子、つjレツ中フウ定めさ l
tぢ波 I主力。 1笛;憲判護持程変

1>8華事 9"ヲ28EヨltJ午後3&喜

が入選草寺 1OC()勾

b問い合わt空 宇E主主教育課

荒井蓄量的、お111春光

索、 十…草霊裂騒閥、中央公

民館、市民会護室内泳三ちひろがり

除草E催

砂テーマ ①参政緩め務室震の主主ゐ Eヨ(総問後o添〉杉要事後恋愛盟社中

iごついて ②政治著書約ごしての選 年 91'ヨ98ガら後ちを外心

理欝必需菱重量 @fljめ℃綴挙権をjjs主 記録役中本 Q用砲

し主主総積 極綴'"'い連安泰を実現毛r lJJ)綴!BX軍漢字1:CT*9J:司24日怒ら

るな必lこ 要業態i底下の解決機

b応募投書究 400学おき要務潟級6忠世

以上旬校以内

1>ど主主殺事!液1高の末擦に主主治、 5王
3吾、殺を灘、さ主王手月臼及'(j綴霊長〈空手

主主6り場筆記きは学絞名、空宇盈'(j学年〉

校総総本{手芸ろは玉転手芸絞めもの、返 移譲事務護霊祭4雷、?塾長話燦(3(;泌〉万

五日はしない。住専るい通達挙長室勤のZ三 ら手をつなぐま設の重量へ鈴87fIJの怒

る色el白iご使紛し主主主I， fj)がありましだ。

惨事事め怒り 竹内2D臼慌をB有効〉 司，a;ひ・こ納涼E遺言議をまつっと色濃苦言

が送り先 T250-91干索市市場議 i雪〈代表ゆ聖予常)!霊力ら主主食言議後

IBJH不言襲警察選挙管窪委員重義 主主主主望室母義務雪量へ50∞F弓の室寄付Zゴ

1>録者質経宝寺右61王手21'寺Jこを議 つまし段。

併殺事手最優秀〈策議弓〉抱

砂罪奪い合わせ F目玉譲宅襲撃愛護霊妥霊長重金

属一三
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月
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